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擬似体液中における試作丁卜Ag合金表面へのリン酸カルシウム自然形成
高　橋　正　敏
東北大学大学院歯学研究科　歯科生体材料学分野
この度,第54回日本歯科理工学会学
術講演会において日本歯科理工学会研
究奨励賞を拝受致しました(2009年
10月)｡本稿では,受賞対象を含めて,筆
モー.,t　　者がこれまでに行ってきた研究内容を
紹介させていただきます｡
筆者らは,チタンの機械的性質と機
械加工性を改善し,歯科CAD/CAMに
よる機械加工に適した歯科用Ti-Ag合金を開発しましたo最
近の研究で, Ti-Ag合金の表面は,純チタンや従来の歯科用合
金と比べて,バイオフィルム形成を抑制する性質を持つことが
分かりました｡この研究内容はThe 3rd lnternational Sympo-
sium for Interface Oral Health Scienceで発表し, ExceHent
Young lnvestlgatOr Awardを拝受致しました(2009年2月)0
TトAg合金をインプラントの上部構造やアバットメントに応
用すれば,バイオフィルムに起因する口腔疾患を予防し,治療
後の経過をより良好にできると期待しています｡
純チタン表面には生体内でリン酸カルシウムが自然に形成
され,これが生体適合性の向上や,オッセオインテグレーショ
ンに役立つことが知られています.Ti-Ag合金をインプラント
フィクスチャーへ応用する際には,このリン酸カルシウム形成
能を有することが望ましいと考えられます｡しかしながら,他
のチタン合金では,リン酸カルシウム形成能がチタンより低い
例が報告されています｡そこで,今回受賞した研究では, Ti-Ag
合金を擬似体液に浸潰し,表面へのリン酸カルシウム形成能を
調べました｡
実験は,スポンジチタンと銀粒を秤量し,アルゴンアーク溶
解炉を用いて2種類のTi-Ag合金(Tト20 mass% Ag, Ti-25
mass%Ag)インゴットを溶製しました｡インゴットは板状に
鋳造し,表面を研磨して実験に供しました｡純チタンと純銀に
ついても同形状の試験片を作製しました｡試験片をアセトンと
純水で洗浄後,擬似体液に浸漬し,試験片表面にリン酸カルシ
ウムが自然形成する様子をSEMで観察しました｡形成したリ
ン酸カルシウムはEPMAを用いて定性分析と定量分析を行い
ました｡
その結果,純銀にはリン酸カルシウムが形成されませんでし
たが, 2種類のTl-Ag合金と純チタンにはリン酸カルシウムが
自然に形成されました｡また,形成されたリン酸カルシウムの
量およびCa/P比に有意差は認められませんでした｡これらの
結果から, Tl-Ag合金の表面には,純チタンと同様に,擬似体
液中でリン酸カルシウムが自然形成することが分かりました｡
今後は,インプラントフィクスチャーを含めたインプラント
システム全体へのTi-Ag合金の応用を目指し,動物への埋入
実験などを進めて行きたいと考えています｡
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